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会議名 
令和 4 年度第 2回 

芦屋町住民参画推進会議 
会場 

芦屋町役場 

31 会議室 

日時 令和 5年 2月 16 日（木） 19:00～20:00 

件名・議題 

 

１ 令和 5年度「情報ガイドブック」に関する取り組みについて 

 

２ その他 

委員の出欠 

委員長 大島 まな 出 岩崎 眞樹 出  

副委員長 福原 光次 出 福島 直人 出  

 石川 智雄 出 丹生 愛子 出  

   長沢 正行 出 倉田 智美 出  

 廣橋 智 出 釘﨑 奈緒子 出  

合意・決定事項 

○令和 5年度の取り組み予定について情報共有を行った。 

○地域情報伝達システムの戸別受信機設置状況について、報告を行った。 

○令和 5年度の協議事項及びスケジュールについて、報告を行った。 
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令和 4年度第 2 回住民参画推進会議議事録（概要） 

 

１ 開 会 

大島委員長あいさつ 

依然として、日々の生活では新型コロナウイルス感染症の影響が続いており、残念ながら今

回の会議も感染症対策を行いながらの開催となった。 

世の中では、多様な人の声を、いろいろなことに活かしていく流れとなっている。住民参画

推進会議も今回新たな委員を 2名迎え、年代も幅広くなった。町に対する多様な意見がいただ

けるのではないかと期待している。 

 

２ 委嘱状の交付 

  廣橋委員（青少年健全育成町民会議）、釘﨑委員（一般公募）が新たに就任した。 

 

３ 委員の紹介 

新たに 2名の委員が就任したことから、事務局より委員の紹介を行った。 

 

４ 副委員長の選出 

副委員長に福原委員（区長会）を選出した。 

 

５ 議 事 

（１）令和 5年度「情報ガイドブック」に関する取り組みについて 

【事務局による説明】 

資料により、令和 5年度「情報ガイドブック」に関する取り組みについて報告した。 

 

【質疑・意見等】 

〈委員長〉 

  情報ガイドブックの 5ページ以降に記載されている「情報提供・収集の具体的方法」のう 

ち、「（1）広報あしや」や「（2）ホームページ」などが令和 5年度の取り組み予定に含まれて 

いなかったが、これは従来通り行うという認識で間違いないか。 

〈事務局〉 

  お見込みのとおり。 

〈委員長〉 

  「（13）出前町長室」についても同様か。 

〈事務局〉 

  出前町長室は要望があった際に対応するもの。近年は要望がないため実施していないが、 

制度としては存在している。 

〈委員長〉 

  「(2)町のいろんな会議内容の公表」について、今回から執行機関の会議も報告に含まれて 

いるが、どのような経緯で、新たに報告することになったのか。 
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〈事務局〉 

  執行機関の会議結果についてもホームページで公開していることから、執行機関、附属機

関の区別をせず、すべてを報告する方が分かりやすいと判断し、新たに報告した。 

〈委員〉 

   「（17）自治区担当職員制度」について、令和 5年度の行事支援は、令和 5年 5月の区長会 

で担当係より各区に調査を行う予定とのことだが、令和 4年度の行事支援について、追加要 

望は可能か。 

〈事務局〉 

  要望があれば随時調整は行う。各区長を通じて、担当係に要望をしてもらえたらと思う。 

〈委員長〉 

   「（9）パブリックコメント」について、令和 5年度の 6件は例年と比較して多いか。 

〈事務局〉 

  令和 4年度の実績も 5件であり、例年通りの件数と考える。 

芦屋町は芦屋町住民参画まちづくり条例に基づき、積極的にパブリックコメントを実施し 

  ている。そのため、近隣の市町村と比較して実施件数は多いと考えている。 

〈委員〉 

 「（10）アンケート調査」について、以前は郵送回答のみであった町のアンケートで、最近、 

ＱＲコードを用いたインターネット回答ができるようになっていた。利便性が向上したと感 

じた。 

〈事務局〉 

 より多くの方に回答してもらえるよう、本年度実施したコミュニティ活動状況調査におい 

てインターネット回答を可能とした。その結果、回答率が前回よりも上昇した。今後も有効 

な手段として取り入れていきたいと考えている。 

〈委員長〉 

  回答手段を複数用いることは良い考えだと思う。 

  

（２）その他 

【事務局より説明】 

令和 4 年度第 1 回芦屋町住民参画推進会議において意見のあった、地域情報伝達システムの戸 

別受信機の設置状況について、本年度実施したコミュニティ活動状況調査で実態調査を行った。そ 

の結果（案）を口頭で報告した。 

 
【質疑・意見等】 

〈委員〉 

今後、戸別受信機の設置率が 100％になるように、対策を行うべきだと考える。 

〈事務局〉 

今回の調査で実態の把握ができた。コミュニティ活動状況調査の結果については、正式な 

報告書が完成した後、担当課に情報共有を予定している。今回いただいた意見も担当課に伝 

える。 

〈委員長〉 

 調査結果を町政に活かしていくことを期待する。 
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【事務局より事務連絡】 

○次回の会議は令和 5年 7月～8月開催予定。 

○住民参画まちづくり条例の発展的な見直しについて検討予定。 


